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釜
石
市
の
学
校
教
育
の
目
標
で
あ

る
「
強
く
生
き
抜
く
力
」
の
育
成
を

図
る
た
め
、
市
内
全
教
職
員
を
対
象

に
６
月
21
日
（
金
）
釜
石
市
民
ホ
ー

ル
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
に
て
教
育
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
釜
石
市
立
釜
石
東
中

学
校
の
米
慎
司
校
長
先
生
を
迎
え
、

「
こ
れ
か
ら
の
岩
手
の
教
育
に
つ
い

て
考
え
る
」
と
題
し
、
国
、
県
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
分
か
り
易
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
震
災
時
の
映
像
や
お
話

か
ら
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
復

興
教
育
が
目
指
す
の
は
「
未
来
の
復

興
・
発
展
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
」
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
震
災
の
頃
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の
記
憶
が
な
い
、
ま
た
、
震
災
後
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
今
後
増
え

て
い
く
中
で
、
次
の
世
代
へ
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
の
課

題
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で

目
指
す
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
自
身
で
問
題
に
向
か

い
、
進
ん
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
す

る
「
主
体
的
な
学
び
」
と
と
も
に
、

他
者
と
の
学
び
合
い
を
通
し
て
多
様

な
見
方
や
考
え
方
に
触
れ
、
自
身
の

思
考
を
深
め
て
い
く
よ
う
な
「
深
い

学
び
」
の
あ
る
授
業
を
目
指
し
て
い

く
と
い
う
本
市
の
学
校
教
育
の
目
指

す
方
向
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方

策
と
し
て
、
学
習
状
況
調
査
等
の
分

析
と
活
用
の
仕
方
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
何
に
つ
ま
ず
い

て
い
る
の
か
、
そ
の
つ
ま
ず
き
を
授

業
の
中
で
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
を

事
前
に
想
定
し
、
授
業
づ
く
り
に
生

か
す
こ
と
、
教
員
の
「
教
え
た
」
と

子
ど
も
た
ち
の
「
わ
か
っ
た
」
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。
教

師
が
子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
自
分
自

身
の
授
業
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
た

ち
が
「
わ
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と

学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
授
業
を

目
指
し
、
教
師
自
身
が
学
び
続
け
て

い
く
姿
勢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
講
演
の
最
後
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
「
強
く
生
き
抜
く
力
」

を
育
む
た
め
に
、
地
域
と
学
校
が
目

標
を
共
有
し
、
連
携
・
協
働
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

市
内
全
教
職
員
が
一
同
に
会
し
、

釜
石
市
の
教
育
に
つ
い
て
思
い
を
一

つ
に
し
、
目
指
す
方
向
性
を
共
有
す

る
こ
と
の
で
き
た
有
意
義
な
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
教
育
と
は
「
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
そ
の
一
人

一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

当
該
児
童
生
徒
の
持
て
る
力
を
高

め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善

ま
た
は
克
服
す
る
た
め
に
、
適
切
な

教
育
や
指
導
を
通
じ
て
必
要
な
支
援

を
行
う
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
特
別
支
援
教
育
は
、
特
別

支
援
学
校
や
特
別
支
援
教
室
だ
け
で

行
わ
れ
る
教
育
で
は
な
く
、
通
常
の

教
室
に
在
籍
す
る「
困
っ
て
い
る
子
」

に
対
し
て
も
、
必
要
な
支
援
を
行
う

教
育
で
あ
り
、
全
て
の
学
校
・
教
室

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
…
障
が
い

の
有
無
で
人
を
区
別
せ
ず
、
一
人
一

人
の
違
い（
あ
り
の
ま
ま
の
そ
の
人
）

を
認
め
合
い
な
が
ら
、同
じ
場
所（
地

域
）
で
育
ち
支
え
合
う
社
会
の
実
現

を
目
指
す
、
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
同
じ
場
で

共
に
学
ぶ
こ
と
を
追
求
す
る
と
と
も

に
、
個
別
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る

幼
児
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
自
立
と

社
会
参
加
を
見
据
え
て
、
そ
の
時
点

【所感用紙から】
・特に勉強になったことは「つまずき」を大事に扱うとい
うこと。調査結果の分析や活用の仕方のヒントをもらっ
たことで、今後の取組についても考えることができる。
子どもたちのためにできることを考え続けていきたい。
・原点である“わかる喜び”“学ぶ楽しさ”を味わわせる
ことを忘れず、子どもたちと接することを再認識するこ
とができました。明日からの教育活動で意識していこう
と思います。
・各調査の分析を日々の学習に活かすため、ねらいをもっ
て授業づくりをしていきたいと思いました。どの段階で
つまずいたのかを見極め、子どもたちに学力をつけてい
きたいと思います。

熱弁を奮う米校長先生

共
に
学
び
、
共
に
生
き
抜
く

社
会
へ

～
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

　
の
理
解
啓
発
に
向
け
て
～

教 

育 

講 

演 

会

�

〜
こ
れ
か
ら
の
岩
手
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
〜
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◆
教
育
委
員
会
の
構
成

◇
教
育
長

　

佐
藤　

功
さ
ん

･ 

任
期
：
令
和
元
年
10
月
1
日

�

～
令
和
４
年
9
月
30
日

�

（
３
期
目
）

◇
委
員
（
教
育
長
職
務
代
理
者
）

　

佐
藤　

猛
夫
さ
ん　

・
任
期
：
平
成
29
年
10
月
1
日

�

～
令
和
３
年
9
月
30
日

�

（
２
期
目
）

◇
委
員

　

太
田　

悦
子
さ
ん

・
任
期
：
平
成
28
年
10
月
1
日

�

～
令
和
２
年
9
月
30
日

�

（
１
期
目
）

◇
委
員

　

鈴
木　

勝
さ
ん

・
任
期
： 

平
成
30
年
10
月
1
日

�

～
令
和
４
年
9
月
30
日

�

（
２
期
目
）

◇
委
員

　

福
成　

菜
穂
子
さ
ん

･ 

任
期
：
令
和
元
年
10
月
1
日

�

～
令
和
５
年
9
月
30
日

�
 （

１
期
目
）

　

佐
藤
功
教
育
長
と
教
育
委
員
を
務

め
て
い
た
市
川
淳
子
さ
ん
が
9
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
釜

石
市
議
会
9
月
臨
時
会
に
お
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、
10
月
1
日
付

け
で
市
長
が
教
育
長
に
佐
藤
功
さ

ん
、
教
育
委
員
に
福
成
菜
穂
子
さ
ん

を
任
命
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
付
け
で
教
育
長

が
佐
藤
猛
夫
委
員
を
教
育
長
職
務
代

理
者
に
指
名
し
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
（
木
）
に
令
和
元
年

度
第
１
回
釜
石
市
総
合
教
育
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
市
長
、
教
育
長
及
び

教
育
委
員
全
員
が
出
席
し
、
今
後

の
学
校
教
育
等
に
つ
い
て
、
協
議

や
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
令
和
２
年
度
の
釜
石

市
児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度
改
正

に
つ
い
て
と
今
年
度
実
施
し
た
通

学
路
緊
急
合
同
点
検
に
つ
い
て
で

す
。

　

学
校
教
育
課
長
及
び
学
校
教
育

課
主
幹
が
、具
体
的
な
説
明
を
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
市
長
と
教
育
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
質
問
や
意
見
等
を

述
べ
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
教
育
会
議
は
、
原
則
公
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
会
議

に
お
け
る
協
議
事
項
等
は
、
大
綱

の
策
定
に
関
す
る
協
議
、
教
育
を

行
う
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
そ
の

他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教

育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
を
図

る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

に
つ
い
て
の
協
議
等
で
す
。

　

開
催
日
や
傍
聴
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

で
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応

え
る
指
導
を
提
供
で
き
る
、
多
様
で

柔
軟
な
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
小
・
中
学
校
に

お
け
る
通
常
の
学
級
、
通
級
に
よ
る

指
導
、
特
別
支
援
学
級
、
特
別
支
援

学
校
と
い
っ
た
、連
続
性
の
あ
る「
多

様
な
学
び
の
場
」
が
必
要
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

特
別
支
援
教
育
の
体
制
を
整
え
た
い

と
考
え
、
昨
年
度
か
ら
国
立
特
別
支

援
教
育
総
合
研
究
所
の
指
導
を
受

け
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
研
究
の
重
点
の
一
つ

と
し
て
「
校
内
研
修
の
充
実
」
を
位

置
付
け
、
研
究
協
力
校
を
釜
石
小
学

校
、
釜
石
中
学
校
に
指
定
し
、「
特

別
支
援
教
育
の
視
点
に
よ
る
児
童
生

徒
理
解
の
充
実
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

釜
石
小
学
校
で
は
９
月
２
日

（
月
）、
９
月
12
日
（
木
）
の
計
２
回

実
施
し
て
お
り
、
釜
石
中
学
校
で
は

11
月
７
日
（
木
）
に
実
施
予
定
で
す
。

ま
た
、
同
様
の
テ
ー
マ
の
研
修
を
７

月
23
日
（
火
）
に
開
催
し
た
「
釜
石

市
教
育
支
援
員
研
修
会
」
で
も
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
は
、
特
別
支
援
教
育
の

視
点
を
「
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困

難
さ
が
あ
る
児
童
生
徒
に
は
、
周
囲

の
理
解
と
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
一

人
一
人
に
応
じ
た
適
切
な
関
わ
り
に

よ
っ
て
、
そ
の
困
難
さ
が
改
善
す
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
見
方
や
考

え
方
」
と
定
義
し
、
困
難
さ
が
生
じ

る
状
態
を
疑
似
体
験
し
、
そ
れ
が
日

常
的
に
継
続
す
る
こ
と
を
想
像
す
る

こ
と（
子
ど
も
の
視
点
に
立
つ
こ
と
）

を
通
し
て
、
特
別
支
援
教
育
の
視
点

か
ら
、
児
童
生
徒
理
解
を
捉
え
直
す

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
支
援
を
必
要
だ
と
理
解
し

て
い
た
子
ど
も
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

支
援
の
必
要
性
と
方
向
性
が
明
確
に

な
り
、
今
ま
で
困
難
さ
を
抱
え
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
子
ど
も

に
つ
い
て
気
付
き
、
校
内
の
全
教
職

員
で
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
の
成
果

を
も
と
に
本
研
修
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
来
年
度
以
降
、
市
内
の

各
学
校
に
さ
ら
に
広
め
て
い
く
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
功
さ
ん
が
教
育
長
に
就
任

福
成
菜
穂
子
さ
ん
が
教
育
委
員
に
就
任

第
1
回
釜
石
市
総
合
教
育
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

≪研修会 所感用紙より（抜粋）≫

・子どもの困り感をわかっている
ようでわかっていない面があっ
たことを実感した。

・「困っているかもしれない」と気
付けるように注意していきたい。

・学級の児童一人一人に目を向け、
再度支援の在り方を見直したい。

・困難さが何で、どう手を打てば
よいかを学ぶスタートとなった。

< 佐藤　功教育長 >< 福成　菜穂子委員 >
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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
受
け

て
、
試
合
観
戦
日
ま
で
は
、「
あ
り

が
と
う
の
手
紙
」
の
歌
を
バ
ッ
ク
に

し
た
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
制
作
、
開
幕
イ

ベ
ン
ト
や
試
合
会
場
で
の
歌
の
発
表

に
向
け
た
取
り
組
み
に
な
り
ま
し

た
。

　
《
第
１
回
本
会
議
》

　

各
校
代
表
計
28
名
が
集
ま
っ
た
第

１
回
目
の
会
議
は
、８
月
７
日
（
水
）

に
釜
石
東
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

話
し
合
い
で
は
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の

撮
影
に
全
小
・
中
学
校
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
や
撮
影
内
容
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
後
は
、
各

小
学
校
の
撮
影
で
使
用
す
る
『「
あ

り
が
と
う
」
を
描
い
た
横
断
幕
』
を

制
作
し
ま
し
た
。
言
語
は
日
本
語
、

英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

中
国
語
、
台
湾
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア

ラ
ビ
ア
語
、
フ
ィ
ジ
ー
語
の
計
９
カ

国
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
各
小

学
校
に
割
り
当
て
ま
し
た
。

　

会
議
の
最
後
に
は
、『
試
合
会
場

で
「
あ
り
が
と
う
の
手
紙
」
の
歌
を

小
・
中
学
生
全
員
で
歌
い
た
い
』
と

い
う
強
い
願
い
を
改
め
て
全
員
一
致

で
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
で
組

織
す
る
「
か
ま
い
し
絆
会
議
～
未
来

へ
の
第
一
歩
～
」
は
、
今
年
度
で
ス

タ
ー
ト
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
《
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
》

　

こ
れ
ま
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
、
世
界
中
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
た
め
の
良
い
機
会
と
と

ら
え
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
～
あ
り
が
と

う
貝
画
～
」
は
、
ホ
タ
テ
の
貝
殻
約

６
０
０
０
枚
を
全
小
・
中
学
生
で
色

塗
り
し
、
貼
り
合
わ
せ
た
巨
大
壁
画

で
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、
試
合
会

場
と
な
る
鵜
住
居
ス
タ
ジ
ア
ム
に
設

置
さ
れ
、
６
月
９
日
（
日
）
に
完
成

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
の
手
紙　

#Thank 
you From

 KAM
AISH

I

」
は
、家
族
、

友
達
、
震
災
後
に
心
を
寄
せ
て
く
れ

た
人
達
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
人
達
、
み

ん
な
に
向
け
て
「
あ
り
が
と
う
」
の

想
い
を
伝
え
る
歌
で
す
。
フ
レ
ー
ズ

や
言
葉
を
各
校
か
ら
募
集
し
歌
詞
に

し
ま
し
た
。
２
月
に
完
成
し
、
３
月

に
録
音
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
《
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
撮
影
》

　

撮
影
は
ま
ず
は
中
学
校
５
校
か
ら

始
ま
り
、
８
月
８
日
（
木
）・
９
日

（
金
）
の
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
主
に
歌
を
歌
う
姿
の

撮
影
と
な
り
ま
し
た
が
、
他
に
も
虎

舞
や
ソ
ー
ラ
ン
節
、
部
活
動
の
様
子

な
ど
、
各
校
な
ら
で
は
の
活
動
も
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
撮
影
場
所

も
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
唐
丹
漁
港
や

コ
ス
モ
ス
公
園
、
鵜
住
居
駅
な
ど
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
場
所
も
映
像

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
９
校
の
撮
影
は
、
夏
休
み

明
け
の
８
月
27
日
（
火
）・
28
日
（
水
）

の
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
学
生
は
、
第
１
回
本
会
議
か
ら

制
作
を
始
め
完
成
し
た
『「
あ
り
が

と
う
」
を
描
い
た
横
断
幕
』
を
披
露

し
な
が
ら
、
各
校
な
ら
で
は
の
活
動

や
郷
土
芸
能
、
笑
顔
で
手
を
振
る
姿

を
映
像
に
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
撮

影
場
所
も
校
庭
や
校
舎
内
、
鵜
住
居

ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
工
夫
し
て
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
は
、
す
で

にYou Tube

で
配
信
さ
れ
て
お
り
、

再
生
回
数
１
万
回
を
超
え
る
反
響
を

呼
ん
で
い
ま
す
。感
謝
の
気
持
ち
を
、

少
し
ず
つ
世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
《
開
幕
イ
ベ
ン
ト
参
加
》

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
い

よ
い
よ
開
幕
し
た
９
月
20
日
（
金
）、

か
ま
い
し
絆
会
議
の
リ
ー
ダ
ー
と
有

志
77
名
は
、
釜
石
市
民
ホ
ー
ル
Ｔ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｏ
に
設
置
さ
れ
た
特
設
会
場

（
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
）
で
「
あ
り
が
と

う
の
手
紙
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
に
先
立
ち
、
歌
・
Ｐ
Ｒ
ビ
デ

オ
リ
ー
ダ
ー
の
小
澤
大
地
さ
ん
（
釜

石
中
３
年
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、「
釜

石
の
未
来
は
ぼ
く
た
ち
が
つ
く
る
」

と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

歌
の
発
表
で
は
、
ど
の
児
童
生
徒

も
各
校
で
練
習
が
行
わ
れ
て
き
た
成

果
を
代
表
し
て
示
そ
う
と
精
一
杯
歌

い
ま
し
た
。
途
中
、
感
動
の
涙
を
流

し
て
く
だ
さ
る
市
民
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

歌
い
終
わ
っ
た
後
は
、
会
場
か
ら

た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
、
参

加
し
た
全
員
で
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
《
試
合
当
日
の
歌
の
発
表
》

　

９
月
25
日
（
水
）、
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
の
試
合
が
、
釜
石
鵜
住

居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
小
・
中
学
校
の
生
徒

２
０
１
１
名
は
、
こ
の
試
合
に
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
試
合
で
、
全
員

で
「
あ
り
が
と
う
の
手
紙
」
を
合
唱

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
各
学
校
で
練

習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

格
式
あ
る
国
際
大
会
で
、
合
唱
を

発
表
す
る
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
、
多
く
の
方
々
が
力
を
尽
く

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
想
い
が
通
じ
、
ア
カ
ペ
ラ

と
曲
を
流
し
て
も
ら
っ
て
の
合
唱
を

２
回
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先

輩
方
か
ら
想
い
を
リ
レ
ー
し
な
が

ら
、
世
界
に
感
謝
を
伝
え
る
取
り
組

み
が
実
を
結
ん
だ
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
《
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
》

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終

わ
っ
て
も
、
か
ま
い
し
絆
会
議
の
取

り
組
み
は
続
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
か
ま
い
し
を
担
っ
て

い
け
る
人
間
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
過
ご
せ

る
取
り
組
み
な
ど
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

か
ま
い
し
の
未
来
は
私
た
ち
が
つ

く
り
ま
す
！

か
ま
い
し
絆
会
議 

～
未
来
へ
の
第
一
歩
～

PRビデオは
You Tube で配信中です

https://m.youtube.com/
watch?v=Rz6nTvK0-DI

   ※市HPからも
　   アクセス可能です
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続
い
て
、
現
地
で
採
集
し
た
遺
物

を
持
ち
帰
っ
て
洗
い
、
そ
れ
ら
が
何

な
の
か
調
べ
ま
す
。
日
野
君
が
見
つ

け
た
遺
物
は
約
４
０
０
０
年
前
の
縄

文
土
器
の
か
け
ら
、
石
器
の
材
料
と

な
っ
た
剥
片
、
石
斧
の
か
け
ら
等
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
名
称
、材
質
、

使
い
方
を
調
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
調
べ
た
内
容
を
一
般
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
、
教
育
セ
ン
タ
ー

の
入
り
口
に
日
野
君
の
ま
と
め
た
成

果
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

来
訪
時
に
御
見
学
く
だ
さ
い
。

　

日
野
君
は
化
石
や
遺
跡
な
ど
の
古

い
物
が
好
き
で
こ
の
職
場
体
験
を
志

望
し
た
と
の
事
で
す
。「
文
化
財
調

査
員
の
仕
事
を
調
べ
る
こ
と
は
大
変

だ
け
れ
ど
も
、
仕
事
は
楽
し
か
っ

た
。」
と
の
感
想
と
と
も
に
、
今
回

訪
れ
た
屋
形
遺
跡
を
国
指
定
に
す
る

た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
の
激
励

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
文
化
財
を
知
り
、

考
え
て
く
れ
る
こ
と
が
文
化
財
保
護

の
最
も
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
釜
石
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
、

文
化
財
と
の
触
れ
合
い
の
場
を
増
や

し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
10
月
３
日
（
木
）・
４

日
（
金
）
の
２
日
間
、
唐
丹
中
学
校

２
年
生
の
日
野
真
之
君
が
釜
石
市
教

育
委
員
会
で
文
化
財
調
査
員
の
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
調
査
員
の
仕
事
は
文
化
財

の
調
査
・
保
護
・
活
用
で
す
。
今
回
、

日
野
君
に
は
調
査
と
活
用
に
つ
い
て

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

調
査
は
現
地
調
査
と
室
内
整
理
に

分
か
れ
ま
す
。
日
野
君
が
住
む
唐
丹

地
区
に
は
、
現
在
国
の
指
定
を
目
指

す
屋
形
遺
跡
が
存
在
し
ま
す
。
実
際

に
現
地
を
訪
れ
て
、
地
元
の
人
へ
の

聞
き
取
り
や
土
器
の
散
布
状
況
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
地
の

状
況
を
撮
影
し
、
記
録
と
し
て
保
存

し
ま
す
。

　

屋
形
遺
跡
は
唐
丹
町
大
石
に
所
在

す
る
縄
文
遺
跡
で
す
。
そ
の
重
要
性

か
ら
国
指
定
史
跡
を
目
指
し
て
、
継

続
し
た
範
囲
内
容
確
認
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

１
ヶ
月
の
間
調
査
を
行
い
、
昨
年
度

の
調
査
と
併
せ
る
と
、
10
棟
以
上
の

竪
穴
住
居
跡
と
土
器
が
埋
設
さ
れ
た

土
坑
が
発
見
さ
れ
、
貝
塚
を
築
い
た

縄
文
人
の
集
落
の
内
容
が
少
し
ず
つ

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
８
月
３
日
（
土
）
に
現
地
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
唐
丹
町
を
は

じ
め
、
市
内
外
か
ら
約
30
名
の
参
加

者
が
訪
れ
、
調
査
成
果
の
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

甲
子
中
学
校
の
１
年
生
は
、
総
合

的
な
学
習
の
中
で
、
１
年
間
を
通
し

て
釜
石
と
鉄
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
27
日
（
火
）・
９

月
２
日
（
月
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

甲
子
中
学
校
の
１
年
生
39
人
が
鉄
づ

く
り
体
験
に
挑
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
鉄
の
歴
史
館
や
橋
野
鉄

鉱
山
、
日
本
製
鉄
釜
石
製
鉄
所
の
見

学
を
通
し
て
「
鉄
の
ま
ち
釜
石
」
の

歴
史
や
技
術
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
釜
石
の
鉄
鉱
石
を
原
料
に
、

た
た
ら
製
法
に
よ
る
鉄
づ
く
り
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
は
、
班
ご
と
に
各

リ
ー
ダ
ー
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
築

炉
や
操
業
方
法
は
リ
ー
ダ
ー
に
の
み

伝
え
て
お
り
、
す
べ
て
の
工
程
を
生

徒
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
行
い
ま
し

た
。
鉄
づ
く
り
の
大
変
さ
と
共
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
と
リ
ー

ダ
ー
を
支
え
る
大
切
さ
を
同
時
に
学

ぶ
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
班
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
結
果
、
す
べ
て
の
炉
で
約
4
㎏

の
ケ
ラ
（
鉄
の
塊
）
を
取
り
出
す
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
鉄
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ

学
習
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
鉄
の
記
念
日
に
鉄
の
検
定
と
鉄

の
学
習
発
表
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
甲
子
中
学
校
と
共
に
、
釜
石
中

学
校
総
合
文
化
部
、
釜
石
商
工
高
等

学
校
の
学
生
も
発
表
し
て
く
れ
ま

す
。
是
非
ご
来
場
い
た
だ
き
、
学
習

の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
の
検
定
の
一
般
参
加
も

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
釜
石
の
御
当
地
検
定
に
参
加
し

て
み
て
下
さ
い
。

鉄
の
学
習
発
表
会

日
時
：
11
月
30
日(

土)　

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所:

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
釜
石
２
階

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

ノロ出しの様子

現地説明会の様子

採集した遺物を調べています

令
和
元
年
度
唐
丹
中
学
校
職
場
体
験
学
習

『
文
化
財
調
査
員
の
仕
事
』

令
和
元
年
度
甲
子
中
学
校
鉄
の
学
習

令
和
元
年
度

屋
形
遺
跡
発
掘
調
査


